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温帯低気圧の 急発達事例に おける

熱帯擾乱及 び定常 ロ ス ビー 波の 寄与

＊

共上 晃介 、 佐藤 尚毅 （東京学芸大院）

1．はじめ に

　2012 年 4 月 上 旬 に 濤塞 海 で 急発 達 した 低気圧 は 全国 各

地 に 被害 を もた ら した （天 気 鬮 は 省略）♂ 1月 3 環 2玉時（JST）

か らの 24時 間 の 気 賑 下降 量 は 42hPa で あ り、日本 海 で 発

達 した 低気圧 と して は、199．5 年 i】月 に 24 時 間で 飆 hPu

低下 し た事例 に 次 ぐ発 達度 合 い で あ っ た、，本研 究で は 、 今

鳳 の 発 達 と周 辺 の 場 との 関連性を探 る。解析 に は GLR デー

タ と NC舮 再 解 析 データを 期 い た L．

2 ．熱帯擾乱の影響

　3 月 20 嗣頃 か ら北緯 1 〜L5度、東経 llO〜12  度付 近

にお い て、緯 流 活 動 が強 く な っ て い る こ とが わ か る （隰 は

省路 ）。3 月 30 臼に は イ ン ドシ ナ 半島付 近 の OLR儷 差 が

一9  Wfm2　M 満 と小 さい 値 に なっ て お り、非常に 強 い 対流

活 動 が 起 こ っ て い る （図 1）。
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図 ユ　OL 数 偏差の 5 日移 動平 均 （20嬢 年 3月 30 日）

　こ れ らの 対流活発 域 は イ ン ド洋．ヒを 西 か ら伝播 して お

り （図 は省略〉、マ ッ デ ン ・ジ ュ タア ン 振動 （剛 0）に 梓 う

もの だ と推測され る 。 積雲対流に と もな う凝結熱の 影響で

低緯度 の 対流圏 が加熱され て南北温度傾度 が大きくなり、

躅 2 に示 す よ うに華中か ら瓣 日本 の 200hPa面に おい て 西

風 が 強 め られ て い る と考え られる。

図 2　20舳 Pa 面東 嫺鳳備鑢 の 5 四移 動平均 （2012年 4 翔 1 日｝

　　　 等値線は 5   1Sご と。実線 は西風、破 線は 策風 を表 す 。

3 ．定常 ロ ス ビー
波の影響

　中高緯度域 に洗 目す る と、定常ロ ス ビー
波 が伝播 して き

て お り、臼茶付近の 30DhPa薗 高度 は負偏 差 とな り低 気 圧

控循環が 形成されて い る こ とが わ か る （図 3＞。 こ の 低気

圧性循環も上層σ）西 風 強化 に 閼 連 して い る と考え られ る 。

　　　

図 3　3eGhPa 面高度の 5 日移 動 唯均 （2012年 4 月 1 日）

　　 等値線は 60m ご と。奚 線は 正 偏蕊、破線 は負偏藻 を表す。

4 ．ま とめ

　低緯度 に お ける熱帯擾 乱 お よ び 中高緯度で の 定常 m ス

ビ
ー

波 の 伝播 に よ っ て 日本付近 で傾 圧 性 が 強化 され た こ

とが、今回 の 急発 達に 寄与して い る と考え られ る 。
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